
目白だより
「分離礼のすすめ」小中連携で一緒に取り組みます

校長宮澤晴彦

校庭の周りのアジサイの花が、咲き始めの白から水色、そして、鮮やかな青や紫に変

わりはじめました。別名「七変化」とも呼ばれるアジサイは、色が濃くなることで夏の

到来を知らせてくれる花ですが、今年は６月中旬から猛暑日となるなど、夏本番も間近

といった感じです。

さて、４月６日にスタートした１学期も一つの区切りを迎えようとしています。元気

いっぱいの子供たちですが、この３ヶ月半の間にどんな力がついたのでしょうか。また、

どんな習慣がついたのでしょうか。

右の写真は、４月から始めている全学年の朝のあい

さつ活動の様子です。６年生の爽朝活動のあいさつに

他学年の子供たちが加わり、毎朝、ヒマラヤ門とさく

ら門前では子供たちの「おはようございます」という

元気いっぱいの声が響いています。「心豊かに」を目

指す本校にとって、あいさつは基本となるもので、子

供たちにしっかりと身に付けさせたいと考え、始めた

取組なのです。

「おはよう」などの挨拶語やお辞儀などは、最も基本

的な日本の慣習です。昔からあいさつは「言葉かけ」とも言い、他人と外で出会ったり

すれ違ったりした際は言葉を掛けるのが一般的な礼儀でした。今日の「おはよう」は「お

早くから、ご苦労様でございます」などの略だと言われています。それは朝から働く人

にかけるねぎらいの言葉でした。「こんにちは」は「今日は、ご機嫌いかがですか」な

どの略で、お昼に初めて出会った人の体調や心境を気遣っていました。（｢日本文化いろ

は事典」より）

この「あいさつ」に関して、先日行われた「小中連携推進協議会」（千登世橋中・目

白小・高南小・南池袋小の教員が一堂に会し、互いの授業を参観するとともに教育連携

の共通理解を図る協議会）において、「小中共通で大切にしたい分離礼」が提案されま

した。分離礼とは、先にあいさつを言い、そのあとでお辞儀する礼の仕方（語先後礼）

をいいます。これに対して、挨拶を言いながらお辞儀することを同時礼というそうです

が、分離礼の方がより丁寧とされています。これからは、相手に気持ちが伝わるように、

互いに目を合わせ、あいさつの言葉をしっかりと伝えてから礼をする分離礼を励行して

いきたいと思います。

「子供は、家庭で育ち、学校で学び、地域で磨かれる」と言われています。子供たちの

美（うるわ）しい心の育成のために、ご家庭におきましてもあらたまった場面やお客様

を迎える時などに、分離礼を含めきちんとした挨拶ができるよう御助言ください。
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４月に『なかよし班結成式』があり、平成２９年度の
『なかよし班』が結成しました。『ウェルカムパーティ
ー』で１年生を迎え、そして５月３０日（火）新宿御苑
へ『なかよし班全校遠足』に行きました。
今年のなかよし班遠足も「班の仲を深めよう」という

めあてをもって取り組みました。学校の校庭で、一人の

欠席もなく全校揃って出発式を行い、なかよし班の班長

たちが、色ごとにめあてや全校に向けたお願いを発表し

ました。

ペア学年の子と手を繋ぎ、色々な話をしながら歩いた

り、電車に乗ったりした新宿御苑や学校への道のり。班

のみんなと協力して頑張ったオリエンテーリング。広い

公園の中、みんなで食べたお弁当。班ごとに話し合って

決めた班遊び。一日を通して充実した時間を過ごすこと

ができ、班の仲をぐっと深めることができました。

また、今年からのなかよし班は、１８班編成になりま

した。１つの班の仲間が増え、さらに活気にあふれてい

ます。班対抗のオリエンテーリングの時間は、１つの班

を４チームに分け、７人～１０人程度のグループで活動

しました。上級生が下級生にルールを優しく教えてあげ

る姿や、互いに協力し合い切磋琢磨しながら問題をクリ

アしている姿などが見られ、盛んに異学年交流が行われ

たことが分かりました。例年よりも活動人数が少なくな

ったことで、それぞれのチームで相談したり協力したり

しながら活動することができました。

遠足に向けては、なかよし班の班長を中心に話し合い

を進め当日を迎えました。６年生にとっては、５月に日

光移動教室があり、忙しい時期での遠足でしたが、現地

での活動だけでなく、出発式の計画・準備や行き帰りの

下級生への心遣いなど、６年生の頑張りが存分に発揮さ

れた遠足となりました。

本日行われた目白まつりなど、これからのなかよし班

活動も充実したものしていきたいと思います。

今年度はALTとして、アメリカ出身のマリコ・キヨタ

先生と一緒に英語活動に取り組んでいます。マリコ先生の

笑顔に、「先生とお話をしたい！」という思いを強くして

いる児童もたくさんいると思います。マリコ先生は、子供

たちに優しく分かりやすく、発音やフレーズ、そして、コ

ミュケーションする楽しさを教えてくれています。

豊島区の小学校の外国語活動では、英語という言語を通

して、

１積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成

２実践的コミュニケーション能力の育成

３国際理解教育の推進

をねらいにして、授業を行っています。つまり、単語や文

法の知識を覚え、流暢な英語を使って表現することではな

く、「英語の表現を交えながら、積極的にコミュニケーシ

ョンを図ること」「世界には多様な文化があり、それぞれ

のよさを知ること」「それらを大切にしながら、楽しく活

動すること」を目的にして、授業作りをしています。そし

て、授業の中では、相手の目を見て話をすることも大切に

しています。コミュニケーション活動を通し、新たな友達

理解や、自分のことを知ってもらおうとする意欲につなが

ることをねらっています。

2020年の東京オリンピック・パラリンピックを控え、

外国から来た人と町の中で関わることも増えるかもしれ

ません。５，６年生対象に配布されている、『Welcome to 

Tokyo』という副読本には、「道案内をしてみよう」「日本

の文化を教えたい」などの題材が入っています。学んだ英

語を、実際に町の中でも自然に生かせたらすてきですね。

英語活動の時間が、充実した楽しいコミュニケーション

の時間となるよう、今後も授業作りに力を入れていきま

す。

目白小の仲間入りをしてから３ヶ月が経とうとしてい

る１年生。ドキドキワクワクしながら毎日を元気いっぱ

いに過ごしています。自分でできることが増えて、入学

したばかりの頃と比べると、顔つきもずいぶん小学生ら

しくたくましくなってきました。

１年生は、生活科の学習で花を育てています。目白小

学校では、ホウセンカ、サルビア、マリーゴールド、わ

た、センニチコウ、コスモス、アサガオ、ヒマワリの中

から好きな花を１人１つ選んで、種をまきました。

子供たちは、毎日よくお世話をしています。朝の準備

の後や中休みに水をやりに行き、「背が高くなっている。」

「葉っぱが増えたよ。」とうれしそうに報告してくれま

す。中には、水をあげながら「元気に育ってね。」「早く

花が咲きますように。」といろいろ声を掛けている子もい

ます。

種まきをして１ヶ月半が経ち、少しずつ花が咲きはじ

めている人もいます。友達と咲いた喜びを分かち合った

り、友達の花が早く咲くように願いを込めたりしている

姿もありました。観察を通して、育ち方や様子が違うこ

と、それぞれの花のよさにも気付いてほしいです。思い

思いの花を育てる中

で、小さな命を大切

にする気持ちや植物

を育てる喜びを味わ

い、自分の成長にも

気付けたらと願って

います。

英語活動について

英語活動主任武田値果

いま１年生は

１年担任福村智未

なかよし班全校遠足を終えて

特別活動部小嶋幸菜



３日 月

１～３年４時間授業
４～６年５時間授業
保護者会（全）
立科説明会（５年）

１４日金
避難訓練

合唱団ミニコンサート

５日 水４時間授業 １７日月海の日

６日 木
安全指導

都学力調査（５年）
１８日火５時間授業

７日 金水道キャラバン（４年） １９日水
大掃除

給食（終）

８日 土
卒業アルバム渡し（卒業生）

（１５：００～１６：００ヒマラヤホール）
２０日木１学期終業式

９日 日
社会を明るくする活動表彰式

（１３：３０～としまセンタースクエア）
２１日金夏季休業日（始）

１０日月
クラブ

長縄ウィーク（～１４日まで）
２４日月

立科事前検診（５年）

夏季水泳指導（～４日まで）

１１日火５時間授業 ２５日火立科林間学校（５年）（～２７日まで）

１２日水

短縮６時間授業

オリ・パラ教育「夢・未来プロジェクト」

２校時：講演会（全学年）３校時：実技体験（５年）

４校時：実技体験（６年）

２９日土
第５地区青少年育成委員会開催

山手線一周歩け歩け大会

１３日木交流給食＋遊び

＜今月の生活目標＞

●ハンカチ・ちり紙を身につけよう。

●好き嫌いをせず、何でも食べよう。

●手洗いやうがいをきちんとしよう。

●雨の日の遊び方を工夫しよう。
●夏休みの過ごし方の計画を立てよう。

スクールカウンセラー来校日
４日（火）・１２日（水）・１８日（火）

８：１５～１６：４５

相談を希望される方は副校長、または
担任までご連絡ください。

【お祭りに関するお願い】

７月は、お祭りや縁日が盛んに行われます。
子供たちが危険な目に遭うことのないよう、
以下についてご家庭でもご確認ください。

[防災意識を高める山手線一周歩け歩け大会]

じょうぶな体をつくろう

１．子供だけでお祭りに行かない。
２．お祭りでは、BB弾等で遊ばない。
３．お祭りに同行する保護者の方は、防犯の
ため、目白小の黄色い腕章を着用する。

子供たちがお世話になっている地区青少
年育成委員会主催の、貴重な体験行事です。
７月２９日（土）、ふるってご参加ください。
【オリ・パラ教育「夢・未来プロジェクト」】
日時：７／１２（水）２～４校時
場所：体育館内容：講演・実技体験等
講師：プロ車いすアスリート・廣道純氏
お時間のある方は、御参観ください。


